
いちかわし農業委員会だより（１）

市川のブランド梨　あきづき

　

農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
第
20
回
市
川
市

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
29
日
に
立
候
補
者
届
出
を
締
切
り
ま
し
た

が
、
13
名
の
届
出
が
あ
り
、
定
数
の
15
名
に
満
た

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
立
候
補
者
全
員
の
無
投
票

当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
７
名
が
、
新

し
く
農
業
委
員
に
な
ら
れ
た
方
で
す
。

　

市
長
が
選
任
す
る
委
員
に
は
、
市
川
市
農
業
協

同
組
合
か
ら
久
保
田
征
一
委
員
が
、
市
川
市
議
会

か
ら
は
、
加
藤
武
央
委
員
、
戸
村
節
子
委
員
、
松

永
修
巳
委
員
が
、
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
22
日
に
市
川
市
長
の
招
集
に
よ
る
初
総
会

が
開
催
さ
れ
、
会
長
に
竹
内
一
雄
委
員
、
会
長
職

務
代
理
者
に
渡
邊
和
昭
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

 　

ま
た
、
こ
の
度
の
改
選
で
は
４
期
に
わ
た
り

会
長
を
務
め
ら
れ
た
田
中
浩
氏
を
は
じ
め
、
会
長

職
務
代
理
者
だ
っ
た
髙

成
彰
氏
、
松
丸
武
夫

氏
、
柗
丸
房
雄
氏
、
岡
本
公
一
氏
、
松
丸
裕
紀
氏
、

竹
中
秀
忠
氏
の
７
名
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
！
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こ
の
度
、
退
任
さ
れ
た
７
人
の
委
員

の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
労
苦
に

対
し
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
に
お
け
る
農
家
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
ご
活
躍
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
市
川
市
の
農
業
に
は
、
い
く

つ
か
の
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
ひ
と
つ
が
後
継
者
問
題
で
す
。

　

次
世
代
の
農
業
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に

注
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
農
業
が
抱
え
る
宿
命
と

し
て
、
周
辺
住
民
や
都
市
化
と
の
利
害

調
整
が
あ
り
ま
す
。
農
薬
問
題
も
そ
の

ひ
と
つ
で
す
。
耕
作
放
棄
地
に
つ
き
ま

し
て
も
、
然
り
で
あ
り
ま
す
。

　

都
市
化
の
進
展
の
中
で
、
市
川
の
農

業
を
未
来
に
承
継
し
て
い
く
た
め
に
、

こ
れ
ら
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
、
10
月
に
健
康
都
市

連
合
の
国
際
大
会
が
開
催
さ
れ
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
健
康
都
市
に
取
り
組
む
世
界
の
国
々

か
ら
関
係
者
が
市
川
に
結
集
し
ま
す
。

　

都
市
の
農
地
は
、
緑
地
帯
や
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
市
全
体
の
環
境

形
成
、
災
害
対
策
、
そ
し
て
「
健
康
な

都
市
づ
く
り
」
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、「
食
の
安

就
任
に
あ
た
っ
て

会
長
挨
拶

竹内一雄

会　　長

　

秋
暑
の
折
、
農
家
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
か
ら

農
業
委
員
会
活
動
に
深
い
ご
支
援
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
川
市
長
招
集
に
よ
る
農
業
委
員
会

初
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
委
員
各
位
の

ご
推
薦
に
よ
り
、
会
長
の
大
役
を
拝
命

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
川
市
農
業
委
員
会
は
、
田
中
前
会

長
を
は
じ
め
、
歴
代
10
人
の
会
長
の
ご

指
導
の
も
と
、
県
下
で
も
特
色
の
あ
る

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

諸
先
輩
方
の
足
跡
を
汚
す
こ
と
の
な

い
よ
う
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

全
性
」
が
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
農
業
者
も
、
こ
う
し
た
分
野

で
健
康
都
市
推
進
の
一
翼
を
担
っ
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

市
川
市
長
を
は
じ
め
、
千
葉
県
農
業

会
議
、
千
葉
県
東
葛
飾
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー
、
市
川
農
協
、
Ｊ
Ａ
共
済
等
、
関

係
各
位
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
仰
ぎ
な

が
ら
、
17
名
の
農
業
委
員
が
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の

ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

会
長
職
務
代
理
者
挨
拶

渡邊和昭

会長職務代理者

　

平
素
よ
り
農
家
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
農
業
行
政
に
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
委
員
各
位
の
ご
推
薦
に

よ
り
会
長
職
務
代
理
者
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
市
川
市
の
農
業
の
発
展
の
た
め

会
長
を
補
佐
し
な
が
ら
農
業
委
員
会
の

運
営
に
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
私
共

都
市
農
家
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
い
か
に
し
て
地

域
農
業
を
存
続
し
発
展
さ
せ
て
い
く
か

を
皆
様
の
お
知
恵
を
拝
借
し
な
が
ら
関

係
各
機
関
と
協
力
し
て
推
し
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

退
任
さ
れ
た
農
業
委
員

　

こ
の
た
び
の
改
選
で
左
記
の
方
々
が

農
業
委
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
年

に
わ
た
り
農
業
者
の
地
位
向
上
と
都
市

農
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
こ
と

に
対
し
深
く
感
謝
を
い
た
し
ま
す
。

 

公
選
委
員 

松
丸 

武
夫
（
８
期
）

 

田
中 　

浩
（
７
期
）

 

髙

 

成
彰
（
４
期
）

 

柗
丸 

房
雄
（
４
期
）

 

岡
本 

公
一
（
２
期
）

 

松
丸 

裕
紀
（
２
期
）

 

選
任
委
員 

竹
中 

秀
忠
（
６
期
）



いちかわし農業委員会だより（３）

堀　桂治
公　選

石井　克己
公　選

加藤　武央
議会推薦

朝倉　徹男
公　選

長谷川　宗三
公　選

三 　弘
公　選

久保田　征一
農協推薦

石井　利和
公　選

松永　修巳
議会推薦

三 　二三男
公　選

島根　一郎
公　選

岡本　好夫
公　選

三 　孝夫
公　選

宇田川　純一
公　選

戸村　節子
議会推薦 　

掲
載
は
議
席
番
号
順

　

会
長
及
び
会
長
職
務
代
理
者
は
、

前
面
に
掲
載

　

氏
名
、
選
出
区
分
、（
敬
称
略
）

w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w

編

集

委

員

か

ら

　

い
よ
い
よ
収
穫
の
秋
を
迎
え
、
今
年

は
農
作
物
の
出
来
ぐ
あ
い
は
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
農
業
委
員
の
改
選
に
伴

い
今
後
３
年
間
私
達
が
、「
農
業
委
員

会
だ
よ
り
」
の
編
集
を
担
当
し
て
ま
い

り
ま
す
。
充
実
し
た
紙
面
づ
く
り
に
励

ん
で
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
地

域
の
出
来
事
や
ご
意
見
、
ご
要
望
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　
　
　
　
　
　
　

岡
　

本
　

好
　

夫

　
　
　
　
　
　
　

三
　

　
　
　

弘

　
　
　
　
　
　
　

竹
　

内
　

一
　

雄

　
　
　
　
　
　
　

渡
　

邊
　

和
　

昭

新 委 員 紹 介
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お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

農
業
者
に
よ
る
意
見
交
換
会

今
年
度
も
開
催
決
ま
る

　

農
業
委
員
会
が
、
去
る
２
月
28
日
に

Ｊ
Ａ
市
川
市
で
開
催
し
た
「
農
業
者
に

よ
る
意
見
交
換
会
」
を
今
年
度
も
農
業

士
等
協
会
と
の
共
催
で
実
施
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

講
演
の
あ
と
、
参
加
者
か
ら
の
意
見

発
表
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　　

期
日
　

20
年
11
月
11
日
（
火
）

　

時
間
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
　

Ｊ
Ａ
市
川
市
３
階
会
議
室

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で

w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w

軽
油
代
が
安
く
な
る
！

「
免
税
軽
油
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

最
近
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
で
使
用
す

る
「
軽
油
代
が
高
い
！
」
と
感
じ
て

い
る
方
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

そ
こ
で
『
免
税
軽
油
』
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

「
軽
油
引
取
税
」
が
全
額
免
除
さ
れ
る

制
度
で
す
。
免
税
額
は
、
１
キ
ロ
リ
ッ

ト
ル
あ
た
り
３
２
１
０
０
円
に
も
な
り

ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
活
用
し
て
、
燃
料
の
高

騰
を
乗
り
切
っ
て
、
経
営
コ
ス
ト
の
削

減
に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
す
る
た
め
に
は
県
税
事
務
所
へ

の
申
請
が
必
要
で
、ま
ず
「
使
用
者
証
」

の
交
付
を
受
け
、
次
に
「
免
税
証
」
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
申

請
の
さ
い
に
は
、
農
業
委
員
会
発
行
の

「
耕
作
面
積
証
明
」
が
必
要
に
な
り
ま

す
が
、
他
に
も
申
請
に
必
要
な
も
の
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
県
税
事
務

所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

船
橋
県
税
事
務
所

　

０
４
７-

４
３
３-

１
２
７
５

農
業
者
年
金

「
担
い
手
積
立
年
金
」

　

農
業
者
年
金
は
、
少
子
高
齢
化
時
代

を
迎
え
、
農
業
者
の
老
後
の
生
活
の
安

定
の
た
め
、
他
の
制
度
に
は
無
い
安
心

で
き
る
制
度
で
す
。

　

農
業
者
年
金
は
積
立
式
年
金
で
す
。

　

農
業
従
事
者
な
ら
誰
で
も
加
入
で
き

ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
を
自
由
に
選
択
で

き
、
ま
た
見
直
し
も
で
き
ま
す
。

税
制
面
で
も
優
遇
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
は
国
の
保
険
料
助
成
を

受
け
ら
れ
る
唯
一
の
政
策
年
金
で
す
。

 　

な
お
、
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は

農
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
）
相
談
部
ま
た

は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

　

０
４
７-

３
３
９-

２
５
１
１

　

農
業
新
聞
の
ご
購
読
を

 

「
全
国
農
業
新
聞
」
は
、
全
国
農
業
会

議
所
が
刊
行
し
て
い
る
農
家
の
た
め
の

情
報
誌
で
す
。
み
な
さ
ま
も
ご
購
読
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

毎
週
一
回
金
曜
日
発
行
、
購
読
料
月

額
６
０
０
円
（
送
料
込
み
）
購
読
を
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
農
業
委
員
会
事
務
局

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

休
耕
地
を
良
好
に

保
全
管
理
し
ま
し
ょ
う

　

あ
な
た
の
所
有
し
て
い
る
農
地
で
休

耕
し
て
い
る
土
地
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

休
耕
し
て
い
る
土
地
で
雑
草
を
伸
ば

し
放
題
で
い
る
と
隣
接
地
に
迷
惑
を

か
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
ゴ
ミ
や
残
土

の
不
法
投
棄
を
さ
れ
た
り
、
雑
草
が
燃

え
て
火
事
に
な
っ
た
り
と
大
変
危
険
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
所
有
者

の
管
理
上
の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

休
耕
地
は
、
雑
草
の
刈
り
取
り
を
ま

め
に
行
い
良
好
に
保
全
管
理
し
ま
し
ょ

う
。

人
事
異
動
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
、
事
務
局

職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

出
　
　
　

井
出
清

　
　
　
　

（
環
境
保
全
担
当 

副
主
幹
）

入
　
　
　

副
主
幹
　
　

斎
藤
良
夫

　
　
　
　

（
前 

管
財
課
）

退
職
　
　

髙
橋
治
（
主
幹
）


